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三種町　議会だより

　だ
ん
だ
ん
日
が
短
く
な
り
、

秋
の
収
穫
も
終
盤
に
な
っ
て

い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　春

の
水
不
足
で
、
今
年
の

作
柄
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

と
不
安
に
思
っ
た
農
家
の

方
々
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。　そ

の
後
は
大
き
な
気
象
変

動
も
な
く
、
順
調
に
育
ち
、

出
来
秋
に
大
き
く
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　米
の
仮
渡
金
も
上
が
り
、

さ
ら
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　朝
晩
、
め
っ
き
り
寒
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　高

橋

　満

　記

記
後
集
編

湖北小学校６年生の声

私が議員だったらこんな町にしたい！

色づきも鮮やかに
（９／25　わにさん農園にて）

三種町のいいところをPRしたい！

三種町を発展させて有名にしたい！
（豊かな自然を活かす、秋田杉を使った建物を造る　など）

高齢の人にも優しい町にしたい！
（階段をエレベーターに、お年寄りでも遠くに出かけられる交通の工夫　など）
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状況

　
９
月
議
会
定
例
会
は
、
９
月
２
日
か
ら
13
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
。
審
査
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
４
〜
５
ペ
ー
ジ
）

　
ま
た
、
今
年
度
の
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

区分平　成　30　年　度　決　算

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

14
0
認定

11
3
認定

9
5
認定

賛成 採決
反対
結果

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

議

　
　案

　
　名

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別

会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別

会
計

衛
生
処
理
事
業
特
別
会
計

温
泉
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

　一 般 会 計 10,236,313 10,051,370 9,773,055 278,314 15,100 169,842

 国民健康保険事業勘定 2,331,238 2,266,638 2,184,714 81,923 5,024 59,576

 後期高齢者医療 199,501 198,591 198,303 288 144 766

 公共下水道事業 694,955 645,018 639,540 5,477 37,213 12,723

 農業集落排水事業 186,426 184,025 179,569 4,456 90 2,310

 介護保険事業勘定 2,826,764 2,816,396 2,748,418 67,978 3,357 7,010

 介護サービス事業勘定 12,787 12,787 11,254 1,533 0 0

 衛生処理事業 20,241 20,241 20,241 0 0 0

 温泉事業 81,571 62,746 60,516 2,229 0 18,825

 　　　　小　　計 6,353,487 6,206,444 6,042,557 163,887 45,829 101,213

 合 計 16,589,800 16,257,814 15,815,612 442,201 60,930 271,055

　
水 道 事 業

 収益的収支 ̶　　 298,108 294,036 4,072 ̶　　 ̶　　

 　　　　　　　資本的収支 ̶　　 96,585 231,457 △ 134,872 ̶　　 ̶　　

収入未済額
①－②－④

不納欠損額
④

差引額
②－③

支出済額
③

収入済額
②

調定額
①

特

　
　別

　
　会

　
　計

会　計　名

（単位：千円）
三種町各会計決算総括表 注目の事業

八竜体育館大規模改修工事

5,439万4千円

スポーツ文化合宿等誘致推進事業

1,033万4千円

じゅんさい振興支援事業

1,118万9千円

道路維持補修事業

7,961万9千円

若者活動支援事業

244万6千円

子どもの明るい未来づくり事業

297万円

平成30年度すべて　　の会計決算を認定平成30年度すべて　　の会計決算を認定

※金額の整合性に欠けるのは、千円未満の切り捨て処理によるものである。

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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税

　金

　
　
県
滞
納
整
理
機
構
が
滞
納
整
理
を
行

　
　
っ
た
件
数
及
び
金
額
は
。

　
　
11
件
、
２
３
５
万
１
１
９
０
円
で
あ

　
　
る
。

　
　
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
て
、
対
象
者
の

　
　
預
貯
金
ま
で
調
査
し
て
い
る
の
か
。

　
　
対
象
者
に
何
度
か
通
知
を
送
付
し
て

　
　
も
返
答
が
な
い
場
合
は
、
預
貯
金
を

調
査
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　ク
ア
オ
ル
ト

　
　
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
今
後
の
展
望
は
。

　
　
県
と
の
協
働
事
業
が
平
成
30
年
度
で

　
　
終
了
し
た
た
め
、
４
年
間
の
取
り
組

に
つ
い
て
事
後
評
価
を
行
い
、
全
体
的
な

評
価
調
書
を
作
成
、
県
の
秋
田
未
来
づ
く

り
本
部
会
議
へ
報
告
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
は
、
森
岳
温
泉
郷
と
協
力
し
な
が

ら
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　福

　祉

　
　
成
年
後
見
人
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

　
　
い
る
と
思
う
が
、
具
体
的
な
取
組
は
。

　
　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と

　
　
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
６
人
配
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
市
民
後
見
人
講
座
」
を
開
催

し
、
10
人
が
受
講
、
そ
の
う
ち
２
人
が
成

年
後
見
人
の
補
助
的
な
役
割
を
し
て
い
る
。

　
　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
現
状
は
。
ま

　
　
た
、
増
額
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
第
２
子
20
万
円
、
第
３
子
30
万
円
で

　
　
あ
り
、
近
隣
市
町
村
と
同
程
度
で
あ

る
た
め
、
増
額
は
検
討
し
て
い
な
い
。

選

　挙

　
　
町
執
行
選
挙
の
投
票
率
が
下
が
っ
て

　
　
い
る
。
投
票
時
に
交
通
弱
者
へ
の
支

援
を
し
て
は
。

　
　
10
月
１
日
か
ら
公
共
交
通
事
業
が
開

　
　
始
さ
れ
る
。
投
票
日
で
あ
る
日
曜
日

は
運
行
休
止
日
で
あ
る
が
、
投
票
日
の
対

応
を
協
議
し
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査

ク
ア
オ
ル
ト
、県
と
の
協
働
事
業
が
終
了

 
 

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
全
議
員
（
15
人
）
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
委

員
長
・
工
藤
　
秀
明
、
副
委
員
長
・
平
賀
　
真
）
に
付
託
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
個
別
予
防
接
種
の
う
ち
、
定
期
接
種

　
　
の
接
種
率
は
。

　
　
定
期
予
防
接
種
は
十
数
種
類
あ
る
が
、

　
　
全
体
と
し
て
80
％
程
度
の
接
種
率
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の
接
種
率
は
。

　
　
ま
た
、
当
町
で
副
作
用
の
報
告
は
あ

っ
た
か
。

　
　
平
成
30
年
度
の
実
績
は
な
い
。
子
宮

　
　
頸
が
ん
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
定
期
接
種
と
な
っ
た
が
、
全
国
的

に
副
作
用
の
事
例
が
あ
り
、
同
年
６
月
か

ら
積
極
的
勧
奨
は
差
し
控
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
間
に
中
学
１
年
生
・
62
人
中
、

51
人
が
接
種
し
て
い
る
が
、
副
作
用
の
報

告
は
な
か
っ
た
。

　下
水
道

　
　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
下
水
道
使

　
　
用
料
の
不
納
欠
損
額
が
３
４
８
８
万

円
と
高
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
森
岳
温
泉
郷
の
倒
産
し
た
ホ
テ
ル
分

　
　
で
あ
る
。
公
債
権
で
あ
る
た
め
、
時

効
の
５
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、

欠
損
処
理
し
た
。

環
境
衛
生

　

　
　
三
種
町
指
定
容
器
製
造
、
保
管
、
配

　
　
達
業
務
と
は
。

　
　
町
指
定
ご
み
袋
の
製
造
か
ら
配
達
ま

　
　
で
の
業
務
委
託
料
で
あ
る
。

　
　
業
者
の
選
定
及
び
契
約
の
方
法
は
。

　
　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
長
期
継
続

　
　
契
約
と
し
て
い
る
。

　
　
指
名
業
者
に
町
内
業
者
は
い
る
か
。

　
　
４
社
が
指
名
さ
れ
、
う
ち
１
社
が
町

　
　
内
業
者
で
あ
る
。

　
　
洋
上
風
力
発
電
が
増
加
し
て
き
た
が
、

　
　
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
や
漁
業
へ

の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
の
考
え

は
。

　
　
健
康
被
害
や
漁
業
へ
の
影
響
、
景
観

　
　
な
ど
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
ま
だ
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
洋
上
風
力
の
日
本
有
数
の
候
補
地
と

さ
れ
て
お
り
、
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　農

　業

　
　
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金
が

　
　
平
成
29
年
度
と
比
較
し
、
倍
以
上
に

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
経
営
転
換
協
力
金
（
離
農
し
た
農
家

　
　
な
ど
に
対
す
る
給
付
金
）
、
耕
作
者

協
力
金
（
借
り
手
が
確
定
す
る
ま
で
の
協

力
金
）
を
合
わ
せ
て
、
件
数
は
平
成
29
年

度
と
比
較
し
、
増
加
し
て
い
な
い
が
、
交

付
対
象
面
積
が
増
え
た
た
め
、
協
力
金
と

し
て
は
２
倍
程
度
と
な
っ
た
。

　
　
じ
ゅ
ん
さ
い
圃
場
整
備
助
成
事
業
の

　
　
実
績
は
。

　
　
４
件
、
７
４
６
５
㎡
で
あ
る
。

　地
方
創
生

　
　
ぷ
る
る
ん
は
、
平
成
30
年
度
に
ふ
る

　
　
さ
と
資
源
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
撤
退

し
て
い
る
。
地
方
創
生
推
進
事
業
補
助
金

の
返
還
が
必
要
で
は
。

　
　
平
成
30
年
11
月
下
旬
か
ら
ぷ
る
る
ん

　
　
の
事
務
所
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
が
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
観
光

の
拠
点
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
現

在
も
事
業
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
補

助
要
件
に
は
合
っ
て
い
る
こ
と
を
県
に
確

認
済
み
で
あ
る
。

　教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
は
。

　
　
各
小
学
校
区
に
配
置
さ
れ
て
い
る
見

　
　
守
り
隊
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
を
ま

と
め
、
指
導
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
　
音
響
設
備
保
守
点
検
業
務
は
こ
れ
ま

　
　
で
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
度
に
初
め
て
行
っ
た
。

投票日の対応は

子どもたちの安全を守る

本会議での表決状況
 1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

 ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 議 認定
 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 認定

金

　子

　芳

　継

小

　澤

　高

　道

安

　藤

　賢

　藏

堺

　谷

　直

　樹

工

　藤

　秀

　明

高

　橋

　
　
　満

大

　澤

　和

　雄

成

　田

　光

　一

後

　藤

　栄
美
子

加

　藤

　彦
次
郎

清

　水

　欣

　也

児

　玉

　信

　長

伊

　藤

　千

　作

平

　賀

　
　
　真

三

　浦

　
　
　敦

結

　
　果

一般会計予算
国民健康保険事業勘定特別会計

議　員　名

平成30年度決算

議席番号

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告



4決算特別委員会審査5 決算特別委員会審査

問答

問答問答問

問答問答問答 答 問

答答 問

答 問 問問

問問答

問 問答問答 答

答答答答 問

○…賛成　●…反対　欠…欠席　退…退席　除…除斥　議…議長

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

税

　金

　
　
県
滞
納
整
理
機
構
が
滞
納
整
理
を
行

　
　
っ
た
件
数
及
び
金
額
は
。

　
　
11
件
、
２
３
５
万
１
１
９
０
円
で
あ

　
　
る
。

　
　
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
て
、
対
象
者
の

　
　
預
貯
金
ま
で
調
査
し
て
い
る
の
か
。

　
　
対
象
者
に
何
度
か
通
知
を
送
付
し
て

　
　
も
返
答
が
な
い
場
合
は
、
預
貯
金
を

調
査
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　ク
ア
オ
ル
ト

　
　
ク
ア
オ
ル
ト
事
業
の
今
後
の
展
望
は
。

　
　
県
と
の
協
働
事
業
が
平
成
30
年
度
で

　
　
終
了
し
た
た
め
、
４
年
間
の
取
り
組

に
つ
い
て
事
後
評
価
を
行
い
、
全
体
的
な

評
価
調
書
を
作
成
、
県
の
秋
田
未
来
づ
く

り
本
部
会
議
へ
報
告
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

　
今
後
は
、
森
岳
温
泉
郷
と
協
力
し
な
が

ら
最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
ヘ
ル
ス
ツ
ー

リ
ズ
ム
産
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　福

　祉

　
　
成
年
後
見
人
の
育
成
に
力
を
入
れ
て

　
　
い
る
と
思
う
が
、
具
体
的
な
取
組
は
。

　
　
現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
窓
口
と

　
　
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
６
人
配
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
市
民
後
見
人
講
座
」
を
開
催

し
、
10
人
が
受
講
、
そ
の
う
ち
２
人
が
成

年
後
見
人
の
補
助
的
な
役
割
を
し
て
い
る
。

　
　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
金
の
現
状
は
。
ま

　
　
た
、
増
額
は
検
討
し
て
い
る
か
。

　
　
第
２
子
20
万
円
、
第
３
子
30
万
円
で

　
　
あ
り
、
近
隣
市
町
村
と
同
程
度
で
あ

る
た
め
、
増
額
は
検
討
し
て
い
な
い
。

選

　挙

　
　
町
執
行
選
挙
の
投
票
率
が
下
が
っ
て

　
　
い
る
。
投
票
時
に
交
通
弱
者
へ
の
支

援
を
し
て
は
。

　
　
10
月
１
日
か
ら
公
共
交
通
事
業
が
開

　
　
始
さ
れ
る
。
投
票
日
で
あ
る
日
曜
日

は
運
行
休
止
日
で
あ
る
が
、
投
票
日
の
対

応
を
協
議
し
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査

ク
ア
オ
ル
ト
、県
と
の
協
働
事
業
が
終
了

 
 

　
平
成
30
年
度
決
算
は
、
全
議
員
（
15
人
）
で
構
成
さ
れ
る
決
算
特
別
委
員
会
（
委

員
長
・
工
藤
　
秀
明
、
副
委
員
長
・
平
賀
　
真
）
に
付
託
、
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
個
別
予
防
接
種
の
う
ち
、
定
期
接
種

　
　
の
接
種
率
は
。

　
　
定
期
予
防
接
種
は
十
数
種
類
あ
る
が
、

　
　
全
体
と
し
て
80
％
程
度
の
接
種
率
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
の
接
種
率
は
。

　
　
ま
た
、
当
町
で
副
作
用
の
報
告
は
あ

っ
た
か
。

　
　
平
成
30
年
度
の
実
績
は
な
い
。
子
宮

　
　
頸
が
ん
予
防
接
種
は
、
平
成
25
年
４

月
か
ら
定
期
接
種
と
な
っ
た
が
、
全
国
的

に
副
作
用
の
事
例
が
あ
り
、
同
年
６
月
か

ら
積
極
的
勧
奨
は
差
し
控
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
こ
の
間
に
中
学
１
年
生
・
62
人
中
、

51
人
が
接
種
し
て
い
る
が
、
副
作
用
の
報

告
は
な
か
っ
た
。

　下
水
道

　
　
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
下
水
道
使

　
　
用
料
の
不
納
欠
損
額
が
３
４
８
８
万

円
と
高
額
に
な
っ
た
理
由
は
。

　
　
森
岳
温
泉
郷
の
倒
産
し
た
ホ
テ
ル
分

　
　
で
あ
る
。
公
債
権
で
あ
る
た
め
、
時

効
の
５
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、

欠
損
処
理
し
た
。

環
境
衛
生

　

　
　
三
種
町
指
定
容
器
製
造
、
保
管
、
配

　
　
達
業
務
と
は
。

　
　
町
指
定
ご
み
袋
の
製
造
か
ら
配
達
ま

　
　
で
の
業
務
委
託
料
で
あ
る
。

　
　
業
者
の
選
定
及
び
契
約
の
方
法
は
。

　
　
指
名
競
争
入
札
を
行
い
、
長
期
継
続

　
　
契
約
と
し
て
い
る
。

　
　
指
名
業
者
に
町
内
業
者
は
い
る
か
。

　
　
４
社
が
指
名
さ
れ
、
う
ち
１
社
が
町

　
　
内
業
者
で
あ
る
。

　
　
洋
上
風
力
発
電
が
増
加
し
て
き
た
が
、

　
　
電
磁
波
に
よ
る
健
康
被
害
や
漁
業
へ

の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
町
の
考
え

は
。

　
　
健
康
被
害
や
漁
業
へ
の
影
響
、
景
観

　
　
な
ど
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
ま
だ
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
洋
上
風
力
の
日
本
有
数
の
候
補
地
と

さ
れ
て
お
り
、
協
力
し
て
い
き
た
い
。

　農

　業

　
　
農
地
中
間
管
理
機
構
集
積
協
力
金
が

　
　
平
成
29
年
度
と
比
較
し
、
倍
以
上
に

な
っ
た
理
由
は
。

　
　
経
営
転
換
協
力
金
（
離
農
し
た
農
家

　
　
な
ど
に
対
す
る
給
付
金
）
、
耕
作
者

協
力
金
（
借
り
手
が
確
定
す
る
ま
で
の
協

力
金
）
を
合
わ
せ
て
、
件
数
は
平
成
29
年

度
と
比
較
し
、
増
加
し
て
い
な
い
が
、
交

付
対
象
面
積
が
増
え
た
た
め
、
協
力
金
と

し
て
は
２
倍
程
度
と
な
っ
た
。

　
　
じ
ゅ
ん
さ
い
圃
場
整
備
助
成
事
業
の

　
　
実
績
は
。

　
　
４
件
、
７
４
６
５
㎡
で
あ
る
。

　地
方
創
生

　
　
ぷ
る
る
ん
は
、
平
成
30
年
度
に
ふ
る

　
　
さ
と
資
源
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
撤
退

し
て
い
る
。
地
方
創
生
推
進
事
業
補
助
金

の
返
還
が
必
要
で
は
。

　
　
平
成
30
年
11
月
下
旬
か
ら
ぷ
る
る
ん

　
　
の
事
務
所
と
し
て
は
使
用
し
て
い
な

い
が
、
じ
ゅ
ん
さ
い
の
Ｐ
Ｒ
や
地
域
観
光

の
拠
点
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
、
現

在
も
事
業
は
継
続
し
て
い
る
こ
と
か
ら
補

助
要
件
に
は
合
っ
て
い
る
こ
と
を
県
に
確

認
済
み
で
あ
る
。

　教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

　
　
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
と
は
。

　
　
各
小
学
校
区
に
配
置
さ
れ
て
い
る
見

　
　
守
り
隊
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
を
ま

と
め
、
指
導
す
る
制
度
で
あ
る
。

　
　
音
響
設
備
保
守
点
検
業
務
は
こ
れ
ま

　
　
で
も
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
30
年
度
に
初
め
て
行
っ
た
。

投票日の対応は

子どもたちの安全を守る

本会議での表決状況
 1 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

 ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ 議 認定
 ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 議 認定

金

　子

　芳

　継

小

　澤

　高

　道

安

　藤

　賢

　藏

堺

　谷

　直

　樹

工

　藤

　秀

　明

高

　橋

　
　
　満

大

　澤

　和

　雄

成

　田

　光

　一

後

　藤

　栄
美
子

加

　藤

　彦
次
郎

清

　水

　欣

　也

児

　玉

　信

　長

伊

　藤

　千

　作

平

　賀

　
　
　真

三

　浦

　
　
　敦

結

　
　果

一般会計予算
国民健康保険事業勘定特別会計

議　員　名

平成30年度決算

議席番号

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告



6補正予算7 補正予算、議案審議

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

問答問答 問問 答

問答問答問答 答　　
令
和
７
年
度
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
光
通
信
網
設
備
電
柱
支
障
移
転
業
務

　
　
に
つ
い
て
、
住
宅
火
災
に
よ
り
破
損

し
た
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
費
用
は
、

町
負
担
と
な
る
の
か
。

　
　
火
災
の
場
合
に
お
け
る
町
有
財
産
の

　
　
復
旧
費
用
は
、
町
の
保
険
で
対
応
す

る
。三

種
町
立
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
森
岳
保
育
園
と
下
岩
川
保
育
園
の
統

　
　
合
後
、
名
称
を「
や
ま
も
と
保
育
園
」

と
す
る
案
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
名
称
に
つ
い
て
は
、
金
岡
保
育
園
も

　
　
統
合
し
た
際
に
、
検
討
し
た
い
。

三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の
設
置

及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
及
び

三
種
町
山
本
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
ゆ
う
ぱ
る
な
ど
を
日
頃
利
用
し
て
い

　
　
る
方
へ
の
定
期
券
の
検
討
は
。

　
　
実
施
時
期
は
未
定
だ
が
、
前
向
き
に

　
　
検
討
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
三
種
町
一
般
会
計
予
算

の
補
正
に
つ
い
て

　
　
空
き
家
解
体
補
助
金
２
４
０
万
円
を

　
　
計
上
し
て
い
る
が
、
対
象
件
数
は
。

　
　
当
初
予
算
で
８
件
分
の
予
算
を
措
置

　
　
し
て
い
た
が
、
申
請
が
５
件
ほ
ど
上

回
る
見
込
み
の
た
め
、
増
額
計
上
し
た
。

　
　
行
政
代
執
行
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
効
果
的
な
方
法
で
は
あ
る
と
思
う
が
、

　
　
国
の
動
き
も
注
視
し
な
が
ら
慎
重
に

決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
平
成
28
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
が
減

　
　
額
さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年
ま
で
の

４
年
間
に
、
約
４
億
５
６
０
０
万
円
が
減

額
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
財
政

健
全
化
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
必
要
な
も
の
は
推
進
し
、
無
駄
を
省

　
　
き
、
町
民
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
な

財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

　
　
合
併
特
例
債
を
利
用
で
き
る
期
間
は
。

議 

案 

審 

議

※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計

温
泉
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

三
種
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
審
議
会

条
例
及
び
三
種
町
工
業
化
促
進
条
例
の

一
部
改
正

三
種
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

予算補正条例条例 報告

 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 －
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －
 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 報告

その他

 14 14 14 14 14 14 14 14 
 0 0 0 0 0 0 0 0
 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

三
種
町
立
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
及
び
三
種

町
山
本
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の

一
部
改
正

採決
状況

結果

区分

賛成
反対

議

　
　案

　
　名

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

水 道 事 業 会 計

107億1,030万3千円

60億9,797万円

6億5,936万6千円

1億2,297万6千円

1億155万6千円

898万円

105億8,732万7千円

59億9,641万4千円

6億5,846万8千円

補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

すこやか子育て支援事業
全世帯を対象に副食費を助成
（おかず・おやつ代など）

２１６万円

空き家解体費補助金
当初を上回る見込のため追加計上

（個人：上限30万、自治会：上限50万）

２４０万円

震度情報ネットワークシステム移設工事
山本総合支所移転に伴い新庁舎へ移設

３１３万５千円

ピックアップ
９月補正

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告



6補正予算7 補正予算、議案審議

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

問答問答 問問 答

問答問答問答 答　　
令
和
７
年
度
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
光
通
信
網
設
備
電
柱
支
障
移
転
業
務

　
　
に
つ
い
て
、
住
宅
火
災
に
よ
り
破
損

し
た
光
通
信
ケ
ー
ブ
ル
の
復
旧
費
用
は
、

町
負
担
と
な
る
の
か
。

　
　
火
災
の
場
合
に
お
け
る
町
有
財
産
の

　
　
復
旧
費
用
は
、
町
の
保
険
で
対
応
す

る
。三

種
町
立
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
森
岳
保
育
園
と
下
岩
川
保
育
園
の
統

　
　
合
後
、
名
称
を「
や
ま
も
と
保
育
園
」

と
す
る
案
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
　
名
称
に
つ
い
て
は
、
金
岡
保
育
園
も

　
　
統
合
し
た
際
に
、
検
討
し
た
い
。

三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の
設
置

及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
及
び

三
種
町
山
本
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
ゆ
う
ぱ
る
な
ど
を
日
頃
利
用
し
て
い

　
　
る
方
へ
の
定
期
券
の
検
討
は
。

　
　
実
施
時
期
は
未
定
だ
が
、
前
向
き
に

　
　
検
討
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
三
種
町
一
般
会
計
予
算

の
補
正
に
つ
い
て

　
　
空
き
家
解
体
補
助
金
２
４
０
万
円
を

　
　
計
上
し
て
い
る
が
、
対
象
件
数
は
。

　
　
当
初
予
算
で
８
件
分
の
予
算
を
措
置

　
　
し
て
い
た
が
、
申
請
が
５
件
ほ
ど
上

回
る
見
込
み
の
た
め
、
増
額
計
上
し
た
。

　
　
行
政
代
執
行
は
検
討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
効
果
的
な
方
法
で
は
あ
る
と
思
う
が
、

　
　
国
の
動
き
も
注
視
し
な
が
ら
慎
重
に

決
め
て
い
き
た
い
。

　
　
平
成
28
年
度
か
ら
地
方
交
付
税
が
減

　
　
額
さ
れ
て
お
り
、
令
和
元
年
ま
で
の

４
年
間
に
、
約
４
億
５
６
０
０
万
円
が
減

額
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
に
な

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
財
政

健
全
化
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
必
要
な
も
の
は
推
進
し
、
無
駄
を
省

　
　
き
、
町
民
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
な

財
政
運
営
に
努
め
た
い
。

　
　
合
併
特
例
債
を
利
用
で
き
る
期
間
は
。

議 

案 

審 

議

※

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

平
成
30
年
度
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率
及

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
入

一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
特
別
会
計

温
泉
事
業
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

三
種
町
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
農
村
地
域
工
業
等
導
入
審
議
会

条
例
及
び
三
種
町
工
業
化
促
進
条
例
の

一
部
改
正

三
種
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

予算補正条例条例 報告

 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 14 －
 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 －
 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 報告

その他

 14 14 14 14 14 14 14 14 
 0 0 0 0 0 0 0 0
 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決

三
種
町
立
保
育
園
設
置
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
八
竜
健
康
保
養
施
設
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
及
び
三
種

町
山
本
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
運
営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正三
種
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
利
用
者
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

三
種
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係

る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

能
代
山
本
広
域
市
町
村
圏
組
合
規
約
の

一
部
改
正

採決
状況

結果

区分

賛成
反対

議

　
　案

　
　名

審
議
さ
れ
た
議
案
一
覧

会　　　計　　　名

一　　般　　会　　計

特　　別　　会　　計

水 道 事 業 会 計

107億1,030万3千円

60億9,797万円

6億5,936万6千円

1億2,297万6千円

1億155万6千円

898万円

105億8,732万7千円

59億9,641万4千円

6億5,846万8千円

補正前の予算総額 補　正　額 補正後の予算総額

すこやか子育て支援事業
全世帯を対象に副食費を助成
（おかず・おやつ代など）

２１６万円

空き家解体費補助金
当初を上回る見込のため追加計上

（個人：上限30万、自治会：上限50万）

２４０万円

震度情報ネットワークシステム移設工事
山本総合支所移転に伴い新庁舎へ移設

３１３万５千円

ピックアップ
９月補正

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告



8一般質問9 一般質問

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

三種町　議会だより
第55号  Ｒ元.11.1

一般質問

清水　欣也　議員 

　
　
　
ふ
る
さ
と
資
源
情
報
セ

　
　
　
ン
タ
ー
は
、
ぷ
る
る
ん

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
国
の
交

付
金
約
３
３
０
０
万
円
で
建
て

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ぷ
る
る

ん
が
そ
の
拠
点
施
設
か
ら
出
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
今
後
ぷ
る
る
ん
事
業
は
誰
が

責
任
を
持
つ
の
か
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な

る
の
か
。
何
の
た
め
に
あ
の
セ

ン
タ
ー
を
造
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　ぷ
る
る
ん

　
　
　
　
　
　
　
　は
事
務
所

を
加
工
所
に
移
設
し
た
が
、
事

業
そ
の
も
の
は
継
続
実
施
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
責
任
は
ぷ
る

る
ん
が
負
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。　ま

た
、
現
在
も
セ
ン
タ
ー
の

一
部
を
観
光
物
産
商
品
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
て
い

る
の
で
、
完
全
に
撤
退
し
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　観
光
拠
点
と
し
て
の
観

　
　
　光
協
会
を
含
め
た
有
効

活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
セ
ン

タ
ー
を
将
来
ど
の
よ
う
な
形
に

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
全
体
的

に
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

　
　
　町
か
ら
ぷ
る
る
ん
に
補

　
　
　
助
金
や
委
託
金
の
形
で

流
れ
た
予
算
は
３
年
間
で
約
３

０
０
０
万
円
で
あ
る
。
し
か
し
、

ぷ
る
る
ん
は
補
助
金
な
ど
を
執

行
で
き
る
体
制
が
で
き
て
お
ら

ず
、
事
業
執
行
機
能
の
実
態
が

な
い
に
等
し
い
。
ま
た
、
補
助

申
請
か
ら
実
績
報
告
ま
で
の
一

切
を
、
町
職
員
が
処
理
す
る
と

い
う
驚
く
べ
き
実
態
が
３
年
間

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　
町
に
は
こ
の
公
金
の
使
い
道

を
徹
底
的
に
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
町
民
に
示
す
義
務
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
　
　し
っ
か
り
調
査
し
、
説

　
　
　明
す
る
機
会
を
設
け
た

い
。　

　
　
　
　12
月
議
会
ま
で
に

　
　
　
　
　は
報
告
し
た
い
。

　
　
　
ゆ
め
ろ
ん
に
は
こ
れ
ま

　
　
　
で
多
額
の
経
費
を
投
入

し
て
き
た
。
平
成
27
・
28
年
度

で
は
５
億
１
２
０
０
万
円
を
つ

ぎ
込
み
施
設
の
大
改
修
を
し
た

ほ
か
、
毎
年
約
３
０
０
０
万
円

の
指
定
管
理
料
を
投
入
し
て
い

る
。

　
経
費
投
入
の
最
大
の
目
的
は
、

ゆ
め
ろ
ん
の
経
営
改
善
を
図
る

た
め
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

３
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
「
赤

字
に
な
る
、
だ
か
ら
値
上
げ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

あ
の
大
改
修
は
何
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
値
上
げ

に
、
町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

と
思
う
か
。

　
　
　消
費
税
増
税
、
光
熱
費

　
　
　や
仕
入
経
費
の
増
大
が

経
営
を
圧
迫
す
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者
が
徐
々

に
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
入
館
者
数
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
想
像
し
づ
ら
い
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
負
担
に
関
し
、

こ
れ
ら
の
点
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

清
水

商
工
観
光
交
流
課
長

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

清
水

清
水

ぷるるん事業を徹底調査せよ

しっかり調査をし、結果を報告する町長

７議員が登壇
　　　14項目を質す

ただ

P 9　清水　欣也　議員
◯　結局は、ぷるるん事業は何だったのか
◯　ゆめろんとゆうぱるの入館料の値上げに異論あり

P10　高橋　　満　議員
◯　三種町ふれあいバス・巡回バスの運行について
◯　新規就農者の支援について

P11　堺谷　直樹　議員
●　総合戦略について
◯　小中学校再編の考え方は

P12　大澤　和雄　議員
◯　主要農産物種子条例について
◯　町道の草刈り等について

P13　成田　光一　議員
◯　台湾南投懸政府文化局との友好交流について
◯　自治会からの要望の対応について

P14　平賀　　真　議員
◯　選挙公約の進捗状況は
◯　国、県、市町村等との連携は

P15　伊藤　千作　議員
◯　保育園の給食副食費の負担軽減策に対する考えは
　　学校給食費の完全無料の実施を
◯　町道等の側溝改良、ふたの設置について

※●印の質問については、誌面の都合上掲載できなかったものです。
　おって町ホームページに会議録を掲載しますので、そちらもご覧ください。

一般質問は、９月12日に行われました。
一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などについ
て説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

質　問　者

入
館
料
の
値
上
げ
は

住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
か

町
長

　利
用
者
負
担
に

理
解
を
求
め
る

情報センターの活用は

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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一般質問

清水　欣也　議員 

　
　
　
ふ
る
さ
と
資
源
情
報
セ

　
　
　
ン
タ
ー
は
、
ぷ
る
る
ん

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
国
の
交

付
金
約
３
３
０
０
万
円
で
建
て

ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ぷ
る
る

ん
が
そ
の
拠
点
施
設
か
ら
出
て

行
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
今
後
ぷ
る
る
ん
事
業
は
誰
が

責
任
を
持
つ
の
か
。

　
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
な

る
の
か
。
何
の
た
め
に
あ
の
セ

ン
タ
ー
を
造
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　ぷ
る
る
ん

　
　
　
　
　
　
　
　は
事
務
所

を
加
工
所
に
移
設
し
た
が
、
事

業
そ
の
も
の
は
継
続
実
施
し
て

い
る
た
め
、
そ
の
責
任
は
ぷ
る

る
ん
が
負
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。　ま

た
、
現
在
も
セ
ン
タ
ー
の

一
部
を
観
光
物
産
商
品
の
展
示

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
て
い

る
の
で
、
完
全
に
撤
退
し
た
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　観
光
拠
点
と
し
て
の
観

　
　
　光
協
会
を
含
め
た
有
効

活
用
を
考
え
て
い
る
が
、
セ
ン

タ
ー
を
将
来
ど
の
よ
う
な
形
に

す
る
か
に
つ
い
て
は
、
全
体
的

に
検
討
す
る
余
地
は
あ
る
。

　
　
　町
か
ら
ぷ
る
る
ん
に
補

　
　
　
助
金
や
委
託
金
の
形
で

流
れ
た
予
算
は
３
年
間
で
約
３

０
０
０
万
円
で
あ
る
。
し
か
し
、

ぷ
る
る
ん
は
補
助
金
な
ど
を
執

行
で
き
る
体
制
が
で
き
て
お
ら

ず
、
事
業
執
行
機
能
の
実
態
が

な
い
に
等
し
い
。
ま
た
、
補
助

申
請
か
ら
実
績
報
告
ま
で
の
一

切
を
、
町
職
員
が
処
理
す
る
と

い
う
驚
く
べ
き
実
態
が
３
年
間

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

　
町
に
は
こ
の
公
金
の
使
い
道

を
徹
底
的
に
調
査
し
、
そ
の
結

果
を
町
民
に
示
す
義
務
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
　
　し
っ
か
り
調
査
し
、
説

　
　
　明
す
る
機
会
を
設
け
た

い
。　

　
　
　
　12
月
議
会
ま
で
に

　
　
　
　
　は
報
告
し
た
い
。

　
　
　
ゆ
め
ろ
ん
に
は
こ
れ
ま

　
　
　
で
多
額
の
経
費
を
投
入

し
て
き
た
。
平
成
27
・
28
年
度

で
は
５
億
１
２
０
０
万
円
を
つ

ぎ
込
み
施
設
の
大
改
修
を
し
た

ほ
か
、
毎
年
約
３
０
０
０
万
円

の
指
定
管
理
料
を
投
入
し
て
い

る
。

　
経
費
投
入
の
最
大
の
目
的
は
、

ゆ
め
ろ
ん
の
経
営
改
善
を
図
る

た
め
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
が
、

３
年
も
経
た
な
い
う
ち
に
「
赤

字
に
な
る
、
だ
か
ら
値
上
げ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と

い
う
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、

あ
の
大
改
修
は
何
だ
っ
た
の
か
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
値
上
げ

に
、
町
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る

と
思
う
か
。

　
　
　消
費
税
増
税
、
光
熱
費

　
　
　や
仕
入
経
費
の
増
大
が

経
営
を
圧
迫
す
る
原
因
と
な
っ

て
い
る
。

　ま
た
、
人
口
減
少
や
高
齢
化

な
ど
に
よ
っ
て
利
用
者
が
徐
々

に
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

今
後
入
館
者
数
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
想
像
し
づ
ら
い
こ
と
か

ら
、
利
用
者
の
負
担
に
関
し
、

こ
れ
ら
の
点
を
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

清
水

商
工
観
光
交
流
課
長

町
長

町
長

町
長

総
務
課
長

清
水

清
水

ぷるるん事業を徹底調査せよ

しっかり調査をし、結果を報告する町長

７議員が登壇
　　　14項目を質す

ただ

P 9　清水　欣也　議員
◯　結局は、ぷるるん事業は何だったのか
◯　ゆめろんとゆうぱるの入館料の値上げに異論あり

P10　高橋　　満　議員
◯　三種町ふれあいバス・巡回バスの運行について
◯　新規就農者の支援について

P11　堺谷　直樹　議員
●　総合戦略について
◯　小中学校再編の考え方は

P12　大澤　和雄　議員
◯　主要農産物種子条例について
◯　町道の草刈り等について

P13　成田　光一　議員
◯　台湾南投懸政府文化局との友好交流について
◯　自治会からの要望の対応について

P14　平賀　　真　議員
◯　選挙公約の進捗状況は
◯　国、県、市町村等との連携は

P15　伊藤　千作　議員
◯　保育園の給食副食費の負担軽減策に対する考えは
　　学校給食費の完全無料の実施を
◯　町道等の側溝改良、ふたの設置について

※●印の質問については、誌面の都合上掲載できなかったものです。
　おって町ホームページに会議録を掲載しますので、そちらもご覧ください。

一般質問は、９月12日に行われました。
一般質問とは、年４回の議会定例会において行われます。
議題とは関係なく、議員が町政全般にわたって執行機関に対し、施策の状況や方針などについ
て説明や報告を求めるものです。
通告制が採用されており、通告（質問の届出）は、議員個人の判断によります。

質　問　者

入
館
料
の
値
上
げ
は

住
民
の
理
解
を
得
ら

れ
る
か

町
長

　利
用
者
負
担
に

理
解
を
求
め
る

情報センターの活用は

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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高橋　満　　議員

高
橋

高
橋

町
長

企
画
政
策
課
長

町
長

農
林
課
長

町
長

堺
谷

堺
谷

高
橋

高
橋

高
橋

９日間の無料期間で周知できるか

　
　
　
10
月
１
日
か
ら
運
行
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
巡
回

バ
ス
は
、
利
用
者
に
ど
の
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
。

　
　
　
時
刻
表
を
９
月
に
配
布

　
　
　
済
み
。
広
報
で
は
、

「
み
た
ね
バ
ス
だ
よ
り
」
と
し

て
、
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
　
　
公
共
交
通
体
系
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
色
々
な
手
段
を

使
っ
て
周
知
し
て
ほ
し
い
と
お

願
い
し
て
い
た
が
、
周
知
方
法

は
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
老
人

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
や
民

生
委
員
な
ど
の
会
合
時
に
周
知

し
た
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
９
日
間
の
無
料
お
試
し

　
　
　
乗
車
期
間
で
町
民
の

方
々
に
周
知
で
き
る
か
。
ま
た
、

そ
の
根
拠
は
。

　
　
　
民
間
事
業
者
へ
の
影
響

　
　
　
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
９
日
間
と
し
た
。

　
　
　
１
人
１
回
の
無
料
券
を

　
　
　
発
行
し
、
周
知
徹
底
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
状
況
を
見
な

　
　
　
　
　
　
　
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

　
　
　
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
、
免
許
返
納
者
の
優
遇

は
。

　
　
　
免
許
所
有
者
と
返
納
者

　
　
　
と
の
公
平
性
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
高
齢
者
の
方
と
区
別

　
　
　
　
せ
ず
３
０
０
円
の
フ

リ
ー
パ
ス
を
設
け
た
。

　
　
　
新
規
就
農
者
を
支
援
す

　
　
　
る
「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
」
の
補
助
金
が
、
今

年
度
す
で
に
不
足
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
成
長
、
若

者
や
就
農
者
に
対
し
水
を
差
す

こ
と
に
な
る
。
今
後
の
対
応
策

と
、
対
象
農
家
数
及
び
不
足
金

額
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
「
年
間

　
　
　
１
５
０
万
円
給
付
型
の

新
規
就
農
給
付
金
制
度
」
で
あ

り
、
秋
田
県
全
体
で
約
６
５
０

０
万
円
が
不
足
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
今
年
度
の
就
農

者
７
人
が
「
経
営
開
始
型
」
の

交
付
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
約

１
５
３
万
円
が
不
足
し
て
い
る
。

今
後
、
県
内
の
各
市
町
村
と
連

携
し
、
国
へ
追
加
配
分
を
求
め

る
要
望
活
動
を
強
力
に
進
め
る
。

　
　
　
関
係
農
家
へ
の
説
明
と

　
　
　
下
半
期
交
付
金
不
足
へ

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
面
談
な
ど
を
行
っ

　
　
　
　
　
て
状
況
を
説
明
し

て
い
る
。
国
の
要
件
を
満
た
す

就
農
者
に
対
し
て
は
、
約
束
通

り
満
額
支
給
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

公共交通会議で了承

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

町
長

企
画
政
策
課
長

町
長

副
町
長

高
橋

高
橋

小中学校再編の考え方は

堺谷　直樹　議員

　
　
　
小
中
学
校
再
編
の
基
本

　
　
　
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
　
基
本
的
に
「
児
童
生

　
　
　
　
徒
の
教
育
上
の
利
益

を
最
優
先
」
「
教
育
の
機
会
均

等
」
「
教
育
水
準
の
向
上
」
と

考
え
て
い
る
。
学
区
の
歴
史
的

背
景
や
地
域
に
お
け
る
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
考
慮
し
て
も
、

教
育
の
機
会
均
等
や
教
育
水
準

の
維
持
向
上
、
社
会
性
豊
か
な

人
間
性
を
育
成
す
る
教
育
環
境

を
維
持
す
る
上
で
、
複
式
学
級

は
解
消
し
た
い
。

　
存
続
、
統
合
を
巡
っ
て
は

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」
と

い
う
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
持
つ
。

保
護
者
や
地
域
に
よ
っ
て
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
協
調

性
を
育
成
で
き
る
教
育
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
い
。

　
　
　
統
合
に
対
す
る
具

　
　
　
体
的
な
青
写
真
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
総
合
教
育
会
議

を
開
催
す
る
。

　
　
　
こ
こ
数
年
の
出
生

　
　
　
者
数
を
鑑
み
れ
ば
、

地
区
ご
と
の
再
編
で
は
す

ぐ
に
見
直
し
が
生
じ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
三
種
町
一
本
と
す

　
　
　
　
　
る
考
え
も
あ
る
が
、

通
学
時
間
な
ど
の
問
題
も
含
め

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
各
地
区
に
小
学
校
１
つ
、

　
　
　
中
学
校
１
つ
と
い
う
考

え
方
な
の
か
。
三
種
町
全
体
を

１
つ
に
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

　
　
　
　
　
果
も
尊
重
し
な
が

ら
話
し
合
う
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

　
　
　
再
編
や
統
合
を
し
な
い

と
言
う
意
見
が
多
け
れ
ば
再
編

や
統
合
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
町
の
意
見
と
し
て
ど
う
な

の
か
。

　
　
　
　
子
ど
も
の
数
や
学
校

　
　
　
　
の
財
政
、
こ
れ
ら
は

尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
が
新
学

習
指
導
要
領
へ
の
対
応
も
あ
る
。

小
中
併
設
校
や
義
務
教
育
学
校

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る

た
め
、
議
論
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

町
長

　国
へ
強
力
に
追

加
配
分
を
求
め
る

町長複式学級は解消したい教育長

新
規
就
農
者
給
付
金

不
足
の
対
応
は

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の

　
　
　
将
来
コ
ス
ト
を
考
え
た

場
合
、
電
車
通
学
で
き
る
場
所

に
併
設
校
な
ど
を
建
て
た
方
が

有
利
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
地
域
に
学
校
を
残
し

　
　
　
　
た
い
と
い
う
意
見
が

多
け
れ
ば
、
小
中
併
設
校
や
義

務
教
育
学
校
で
も
、
残
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
長
も
同
じ
考
え
か
。

　
　
　
小
学
校
低
学
年
に
電
車

　
　
　
通
学
は
困
難
で
あ
る
が
、

中
学
校
の
電
車
通
学
は
一
つ
の

考
え
で
あ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
議
論
も
必
要
だ
ろ
う
が

　
　
　
令
和
７
年
で
合
併
特
例

債
が
終
了
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
具
体
的
な
方
向
性
を
出
す

時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
今
年
度
中
に
方
向

　
　
　
　
　
性
を
示
し
た
い
。 新規就農者へ支援を

少子化にどう対応していくか

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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高橋　満　　議員

高
橋

高
橋

町
長

企
画
政
策
課
長

町
長

農
林
課
長

町
長

堺
谷

堺
谷

高
橋

高
橋

高
橋

９日間の無料期間で周知できるか

　
　
　
10
月
１
日
か
ら
運
行
の

　
　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
巡
回

バ
ス
は
、
利
用
者
に
ど
の
よ
う

に
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
。

　
　
　
時
刻
表
を
９
月
に
配
布

　
　
　
済
み
。
広
報
で
は
、

「
み
た
ね
バ
ス
だ
よ
り
」
と
し

て
、
毎
月
お
知
ら
せ
し
て
い
る

が
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

　
　
　
公
共
交
通
体
系
に
つ
い

　
　
　
て
は
、
色
々
な
手
段
を

使
っ
て
周
知
し
て
ほ
し
い
と
お

願
い
し
て
い
た
が
、
周
知
方
法

は
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
老
人

　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
や
民

生
委
員
な
ど
の
会
合
時
に
周
知

し
た
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
９
日
間
の
無
料
お
試
し

　
　
　
乗
車
期
間
で
町
民
の

方
々
に
周
知
で
き
る
か
。
ま
た
、

そ
の
根
拠
は
。

　
　
　
民
間
事
業
者
へ
の
影
響

　
　
　
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
９
日
間
と
し
た
。

　
　
　
１
人
１
回
の
無
料
券
を

　
　
　
発
行
し
、
周
知
徹
底
し

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
状
況
を
見
な

　
　
　
　
　
　
　
が
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
が

　
　
　
大
き
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
中
、
免
許
返
納
者
の
優
遇

は
。

　
　
　
免
許
所
有
者
と
返
納
者

　
　
　
と
の
公
平
性
の
確
保
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
高
齢
者
の
方
と
区
別

　
　
　
　
せ
ず
３
０
０
円
の
フ

リ
ー
パ
ス
を
設
け
た
。

　
　
　
新
規
就
農
者
を
支
援
す

　
　
　
る
「
農
業
次
世
代
人
材

投
資
事
業
」
の
補
助
金
が
、
今

年
度
す
で
に
不
足
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
成
長
、
若

者
や
就
農
者
に
対
し
水
を
差
す

こ
と
に
な
る
。
今
後
の
対
応
策

と
、
対
象
農
家
数
及
び
不
足
金

額
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
は
、
「
年
間

　
　
　
１
５
０
万
円
給
付
型
の

新
規
就
農
給
付
金
制
度
」
で
あ

り
、
秋
田
県
全
体
で
約
６
５
０

０
万
円
が
不
足
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
今
年
度
の
就
農

者
７
人
が
「
経
営
開
始
型
」
の

交
付
対
象
に
な
っ
て
お
り
、
約

１
５
３
万
円
が
不
足
し
て
い
る
。

今
後
、
県
内
の
各
市
町
村
と
連

携
し
、
国
へ
追
加
配
分
を
求
め

る
要
望
活
動
を
強
力
に
進
め
る
。

　
　
　
関
係
農
家
へ
の
説
明
と

　
　
　
下
半
期
交
付
金
不
足
へ

の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
面
談
な
ど
を
行
っ

　
　
　
　
　
て
状
況
を
説
明
し

て
い
る
。
国
の
要
件
を
満
た
す

就
農
者
に
対
し
て
は
、
約
束
通

り
満
額
支
給
で
き
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

公共交通会議で了承

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

教
育
次
長

町
長

企
画
政
策
課
長

町
長

副
町
長

高
橋

高
橋

小中学校再編の考え方は

堺谷　直樹　議員

　
　
　
小
中
学
校
再
編
の
基
本

　
　
　
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
　
基
本
的
に
「
児
童
生

　
　
　
　
徒
の
教
育
上
の
利
益

を
最
優
先
」
「
教
育
の
機
会
均

等
」
「
教
育
水
準
の
向
上
」
と

考
え
て
い
る
。
学
区
の
歴
史
的

背
景
や
地
域
に
お
け
る
拠
点
と

し
て
の
役
割
を
考
慮
し
て
も
、

教
育
の
機
会
均
等
や
教
育
水
準

の
維
持
向
上
、
社
会
性
豊
か
な

人
間
性
を
育
成
す
る
教
育
環
境

を
維
持
す
る
上
で
、
複
式
学
級

は
解
消
し
た
い
。

　
存
続
、
統
合
を
巡
っ
て
は

「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
」
と

い
う
姿
勢
は
変
わ
ら
ず
持
つ
。

保
護
者
や
地
域
に
よ
っ
て
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
と
思
う
が
、

子
ど
も
た
ち
の
社
会
性
や
協
調

性
を
育
成
で
き
る
教
育
環
境
を

整
備
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
い
。

　
　
　
統
合
に
対
す
る
具

　
　
　
体
的
な
青
写
真
は

で
き
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

　
　
　
　
　
の
結
果
を
踏

ま
え
て
、
総
合
教
育
会
議

を
開
催
す
る
。

　
　
　
こ
こ
数
年
の
出
生

　
　
　
者
数
を
鑑
み
れ
ば
、

地
区
ご
と
の
再
編
で
は
す

ぐ
に
見
直
し
が
生
じ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
三
種
町
一
本
と
す

　
　
　
　
　
る
考
え
も
あ
る
が
、

通
学
時
間
な
ど
の
問
題
も
含
め

て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　
　
　
各
地
区
に
小
学
校
１
つ
、

　
　
　
中
学
校
１
つ
と
い
う
考

え
方
な
の
か
。
三
種
町
全
体
を

１
つ
に
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

　
　
　
　
　
果
も
尊
重
し
な
が

ら
話
し
合
う
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

　
　
　
再
編
や
統
合
を
し
な
い

と
言
う
意
見
が
多
け
れ
ば
再
編

や
統
合
は
し
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
町
の
意
見
と
し
て
ど
う
な

の
か
。

　
　
　
　
子
ど
も
の
数
や
学
校

　
　
　
　
の
財
政
、
こ
れ
ら
は

尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
が
新
学

習
指
導
要
領
へ
の
対
応
も
あ
る
。

小
中
併
設
校
や
義
務
教
育
学
校

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る

た
め
、
議
論
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

堺
谷

町
長

　国
へ
強
力
に
追

加
配
分
を
求
め
る

町長複式学級は解消したい教育長

新
規
就
農
者
給
付
金

不
足
の
対
応
は

　
　
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
な
ど
の

　
　
　
将
来
コ
ス
ト
を
考
え
た

場
合
、
電
車
通
学
で
き
る
場
所

に
併
設
校
な
ど
を
建
て
た
方
が

有
利
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
地
域
に
学
校
を
残
し

　
　
　
　
た
い
と
い
う
意
見
が

多
け
れ
ば
、
小
中
併
設
校
や
義

務
教
育
学
校
で
も
、
残
し
た
ほ

う
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
　
町
長
も
同
じ
考
え
か
。

　
　
　
小
学
校
低
学
年
に
電
車

　
　
　
通
学
は
困
難
で
あ
る
が
、

中
学
校
の
電
車
通
学
は
一
つ
の

考
え
で
あ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
議
論
も
必
要
だ
ろ
う
が

　
　
　
令
和
７
年
で
合
併
特
例

債
が
終
了
す
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
具
体
的
な
方
向
性
を
出
す

時
期
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
今
年
度
中
に
方
向

　
　
　
　
　
性
を
示
し
た
い
。 新規就農者へ支援を

少子化にどう対応していくか

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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大澤　和雄　議員

大
澤

町
長

町
長

県へ種子条例制定の働きかけを

　
　
　
主
要
農
産
物
の
優
良
な

　
　
　
種
子
の
生
産
及
び
普
及

を
促
進
す
る
た
め
の
主
要
農
産

物
種
子
法
が
２
０
１
８
年
４
月

で
廃
止
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
主
要
な
農
作
物
の

優
良
な
種
子
の
低
廉
か
つ
安
定

的
な
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
と

し
て
、
独
自
に
条
例
を
制
定
し

た
の
が
、
全
国
で
11
道
県
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
岩
手
県
、

宮
城
県
、
栃
木
県
で
条
例
制
定

に
向
け
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　
秋
田
県
に
お
い
て
も
、
県
が

独
自
に
主
要
農
産
物
種
子
条
例

を
制
定
し
、
そ
の
目
的
や
県
の

責
務
、
種
子
計
画
策
定
な
ど
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
県
へ
条
例
が
制
定
さ
れ

る
よ
う
、
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
秋
田
県
で
は
、
秋
田
県

　
　
　
主
要
種
子
農
作
物
基
本

要
綱
を
策
定
し
、
民
間
の
活
力

を
含
め
て
秋
田
県
農
業
の
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
種
子
生
産
を

推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
は
種
子
の
安
定
的

な
供
給
は
基
本
的
な
責
務
で
あ

り
、
品
種
開
発
を
や
め
た
り
、

種
子
生
産
の
手
を
緩
め
る
こ
と

は
な
い
と
し
て
い
る
。
国
会
審

議
を
経
て
、
法
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
県
が
条

例
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
と
の
方
針
を
示

し
て
お
り
、
現
段
階
で
は
、
県

へ
の
働
き
か
け
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
も
関
係

団
体
と
連
携
し
、
民
間
品
種
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
農
家

が
安
心
し
て
農
作
物
の
安
定
生

産
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
主
要
な
町
道
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
大
型
の
草
刈
り
機

で
対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
道
脇
の
法
面
な
ど
、
な
か
な

か
対
応
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

声
も
出
て
い
る
。

　
ま
た
、
雑
草
が
伸
び
て
、
見

通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
る
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
。
道

路
脇
の
樹
木
が
伸
び
て
、
歩

道
・
車
道
ま
で
は
み
出
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
交
通
安

全
の
観
点
か
ら
危
険
な
樹
木
へ

の
対
応
な
ど
の
対
応
は
。

　
　
　
幹
線
道
路
は
、
乗
用
の

　
　
　
草
刈
り
機
で
年
間
２
回

を
目
途
に
実
施
し
て
い
る
。

　
乗
用
機
械
の
作
業
が
困
難
な

路
線
は
、
道
路
維
持
作
業
員
に

よ
る
草
刈
り
で
対
応
し
て
い
る
。

　
特
に
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る

見
通
し
が
悪
い
箇
所
な
ど
、
危

険
度
が
高
い
場
合
は
、
そ
の
都

度
対
応
し
て
い
る
。

　
な
お
、
私
有
地
か
ら
町
道
に

伸
び
た
枝
や
倒
木
の
恐
れ
の
あ

る
樹
木
に
関
し
て
は
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
、
所
有
者
の
同
意

を
得
て
、
町
が
対
応
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
町
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
景
観
や
交
通
安
全
面

も
考
慮
し
、
維
持
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

現段階では難しい

町
長

町
長

大
澤

台湾友好交流事業の今後は

成田　光一　議員

　
　
　
台
湾
南
投
懸
政
府
文
化

　
　
　
局
と
友
好
交
流
覚
書
を

締
結
し
て
か
ら
３
年
に
な
る
が
、

こ
の
間
ど
の
よ
う
な
交
流
事
業

を
行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
県
が
積
極
的
に
行
っ
て

　
　
　
い
る
台
湾
と
の
交
流
事

業
に
、
当
町
で
も
町
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、
平
成
26
年
よ

り
交
流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
９
月
29
日
に
台
湾
南

投
懸
政
府
文
化
局
と
の
友
好
交

流
覚
書
を
締
結
し
た
。

　
成
果
と
し
て
自
治
体
交
流
で

は
、
平
成
29
年
１
月
に
「
南

投
懸
砂
像
テ
ー
マ
パ
ー
ク
竣
工

式
」
へ
招
待
を
受
け
表
敬
訪
問

を
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
29
・

30
年
８
月
に
南
投
懸
政
府
文
化

局
に
表
敬
訪
問
を
し
て
交
流
の

継
続
を
確
認
し
て
い
る
。

　
民
間
交
流
で
は
、
サ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
に
台
湾
の
砂
像
彫
刻
家

を
毎
年
招
聘
し
て
い
る
ほ
か
、

台
湾
で
の
農
産
物
商
談
会
に
も

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協

議
会
」
と
「
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
」
と
共
同
で
じ
ゅ
ん
さ
い
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　
検
証
に
つ
い
て
は
、
覚
書
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
他
の
自

治
体
に
は
な
い
信
頼
関
係
が
築

か
れ
、
自
治
体
間
交
流
の
推
進

で
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
と

考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の

「
人
や
物
」
の
交
流
に

は
至
っ
て
い
な
い
現
状

か
ら
、
関
係
を
有
効
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
今
後
の
事
業
と
し
て
、

能
代
山
本
広
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
「
あ
き
た
白
神
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
が
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
台
湾
か
ら
の
誘
客
事

業
に
よ
り
、
当
町
の
観

光
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
南
投
懸
政
府

文
化
局
と
の
信
頼
関
係
を
継
続

し
、
最
大
限
活
用
を
し
な
が
ら
、

台
湾
と
の
交
流
を
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
業
に
取
り
組
み
推
進
を
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
町
単
独
で
は
、
覚
書

締
結
に
よ
る
信
頼
関
係
を
足
場

に
、
民
間
交
流
の
推
進
な
ど
交

流
の
絆
を
深
め
、
県
が
行
う
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
商
談
会
な
ど

に
参
加
し
て
、
当
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
や
特
産
品
の
売
り
込
み
を
し

て
い
く
。

成
田

成
田

町
長

　景
観
や
交
通
安

全
を
考
慮
す
る

町長民間交流を推進する町長

町
道
の
草
刈
り
へ
の

対
応
は

　
　
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
対

　
　
　
応
と
し
て
、
毎
年
８
０

０
０
万
円
の
予
算
で
、
主
に
道

路
な
ど
の
維
持
補
修
に
充
て
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
程
度
対

応
出
来
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
成
30
年
度
実
績
で

　
　
　
　
道
路
橋
梁
費
の
一
般

補
修
工
事
費
で
対
応
を
し
た
の

は
、
要
望
件
数
63
件
の
う
ち
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
７

件
を
含
め
、
42
・
８
％
の
27
件
、

事
業
費
で
７
９
６
１
万
８
６
８

０
円
と
な
る
。

　
毎
年
自
治
会
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
環
境
整
備
へ
の
要

望
で
あ
る
。
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

や
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
可

能
な
限
り
お
応
え
で
き
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
る
。

町
長

　緊
急
性
な
ど
を

考
慮
し
て
対
応
す
る

自
治
会
要
望
の
対
応

は
万
全
か

し
ょ
う
へ
い

き
ょ
う
り
ょ
う

町道法面の整備をサンドクラフトで民間交流

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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大澤　和雄　議員

大
澤

町
長

町
長

県へ種子条例制定の働きかけを

　
　
　
主
要
農
産
物
の
優
良
な

　
　
　
種
子
の
生
産
及
び
普
及

を
促
進
す
る
た
め
の
主
要
農
産

物
種
子
法
が
２
０
１
８
年
４
月

で
廃
止
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
主
要
な
農
作
物
の

優
良
な
種
子
の
低
廉
か
つ
安
定

的
な
供
給
が
不
可
欠
で
あ
る
と

し
て
、
独
自
に
条
例
を
制
定
し

た
の
が
、
全
国
で
11
道
県
と
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
岩
手
県
、

宮
城
県
、
栃
木
県
で
条
例
制
定

に
向
け
て
審
議
さ
れ
て
い
る
。

　
秋
田
県
に
お
い
て
も
、
県
が

独
自
に
主
要
農
産
物
種
子
条
例

を
制
定
し
、
そ
の
目
的
や
県
の

責
務
、
種
子
計
画
策
定
な
ど
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
る
。
県
へ
条
例
が
制
定
さ
れ

る
よ
う
、
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
秋
田
県
で
は
、
秋
田
県

　
　
　
主
要
種
子
農
作
物
基
本

要
綱
を
策
定
し
、
民
間
の
活
力

を
含
め
て
秋
田
県
農
業
の
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
種
子
生
産
を

推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
は
種
子
の
安
定
的

な
供
給
は
基
本
的
な
責
務
で
あ

り
、
品
種
開
発
を
や
め
た
り
、

種
子
生
産
の
手
を
緩
め
る
こ
と

は
な
い
と
し
て
い
る
。
国
会
審

議
を
経
て
、
法
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
県
が
条

例
に
よ
っ
て
規
制
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
と
の
方
針
を
示

し
て
お
り
、
現
段
階
で
は
、
県

へ
の
働
き
か
け
は
難
し
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
町
と
し
て
は
、
今
後
も
関
係

団
体
と
連
携
し
、
民
間
品
種
の

動
向
も
注
視
し
な
が
ら
、
農
家

が
安
心
し
て
農
作
物
の
安
定
生

産
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
に

努
め
て
い
く
。

　
　
　
主
要
な
町
道
に
つ
い
て

　
　
　
は
、
大
型
の
草
刈
り
機

で
対
応
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

町
道
脇
の
法
面
な
ど
、
な
か
な

か
対
応
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

声
も
出
て
い
る
。

　
ま
た
、
雑
草
が
伸
び
て
、
見

通
し
が
悪
く
な
っ
て
い
る
箇
所

も
見
受
け
ら
れ
る
と
い
う
。
道

路
脇
の
樹
木
が
伸
び
て
、
歩

道
・
車
道
ま
で
は
み
出
し
て
き

て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
交
通
安

全
の
観
点
か
ら
危
険
な
樹
木
へ

の
対
応
な
ど
の
対
応
は
。

　
　
　
幹
線
道
路
は
、
乗
用
の

　
　
　
草
刈
り
機
で
年
間
２
回

を
目
途
に
実
施
し
て
い
る
。

　
乗
用
機
械
の
作
業
が
困
難
な

路
線
は
、
道
路
維
持
作
業
員
に

よ
る
草
刈
り
で
対
応
し
て
い
る
。

　
特
に
雑
草
が
繁
茂
し
て
い
る

見
通
し
が
悪
い
箇
所
な
ど
、
危

険
度
が
高
い
場
合
は
、
そ
の
都

度
対
応
し
て
い
る
。

　
な
お
、
私
有
地
か
ら
町
道
に

伸
び
た
枝
や
倒
木
の
恐
れ
の
あ

る
樹
木
に
関
し
て
は
、
緊
急
を

要
す
る
場
合
、
所
有
者
の
同
意

を
得
て
、
町
が
対
応
す
る
こ
と

も
あ
る
。

　
町
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
景
観
や
交
通
安
全
面

も
考
慮
し
、
維
持
管
理
に
努
め

て
い
き
た
い
。

現段階では難しい

町
長

町
長

大
澤

台湾友好交流事業の今後は

成田　光一　議員

　
　
　
台
湾
南
投
懸
政
府
文
化

　
　
　
局
と
友
好
交
流
覚
書
を

締
結
し
て
か
ら
３
年
に
な
る
が
、

こ
の
間
ど
の
よ
う
な
交
流
事
業

を
行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
県
が
積
極
的
に
行
っ
て

　
　
　
い
る
台
湾
と
の
交
流
事

業
に
、
当
町
で
も
町
の
活
性
化

を
図
る
目
的
で
、
平
成
26
年
よ

り
交
流
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
28
年
９
月
29
日
に
台
湾
南

投
懸
政
府
文
化
局
と
の
友
好
交

流
覚
書
を
締
結
し
た
。

　
成
果
と
し
て
自
治
体
交
流
で

は
、
平
成
29
年
１
月
に
「
南

投
懸
砂
像
テ
ー
マ
パ
ー
ク
竣
工

式
」
へ
招
待
を
受
け
表
敬
訪
問

を
し
て
い
る
ほ
か
、
平
成
29
・

30
年
８
月
に
南
投
懸
政
府
文
化

局
に
表
敬
訪
問
を
し
て
交
流
の

継
続
を
確
認
し
て
い
る
。

　
民
間
交
流
で
は
、
サ
ン
ド
ク

ラ
フ
ト
に
台
湾
の
砂
像
彫
刻
家

を
毎
年
招
聘
し
て
い
る
ほ
か
、

台
湾
で
の
農
産
物
商
談
会
に
も

「
じ
ゅ
ん
さ
い
の
里
活
性
化
協

議
会
」
と
「
Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も

と
」
と
共
同
で
じ
ゅ
ん
さ
い
の

Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
る
。

　
検
証
に
つ
い
て
は
、
覚
書
を

締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
他
の
自

治
体
に
は
な
い
信
頼
関
係
が
築

か
れ
、
自
治
体
間
交
流
の
推
進

で
は
一
定
の
成
果
を
挙
げ
た
と

考
え
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の

「
人
や
物
」
の
交
流
に

は
至
っ
て
い
な
い
現
状

か
ら
、
関
係
を
有
効
活

用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。

　
今
後
の
事
業
と
し
て
、

能
代
山
本
広
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
「
あ
き
た
白
神
ツ

ー
リ
ズ
ム
」
が
メ
イ
ン

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い

る
台
湾
か
ら
の
誘
客
事

業
に
よ
り
、
当
町
の
観

光
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
南
投
懸
政
府

文
化
局
と
の
信
頼
関
係
を
継
続

し
、
最
大
限
活
用
を
し
な
が
ら
、

台
湾
と
の
交
流
を
広
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ

事
業
に
取
り
組
み
推
進
を
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
、
町
単
独
で
は
、
覚
書

締
結
に
よ
る
信
頼
関
係
を
足
場

に
、
民
間
交
流
の
推
進
な
ど
交

流
の
絆
を
深
め
、
県
が
行
う
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
や
商
談
会
な
ど

に
参
加
し
て
、
当
町
の
観
光
Ｐ

Ｒ
や
特
産
品
の
売
り
込
み
を
し

て
い
く
。

成
田

成
田

町
長

　景
観
や
交
通
安

全
を
考
慮
す
る

町長民間交流を推進する町長

町
道
の
草
刈
り
へ
の

対
応
は

　
　
　
自
治
会
か
ら
の
要
望
対

　
　
　
応
と
し
て
、
毎
年
８
０

０
０
万
円
の
予
算
で
、
主
に
道

路
な
ど
の
維
持
補
修
に
充
て
て

い
る
よ
う
だ
が
、
ど
の
程
度
対

応
出
来
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
平
成
30
年
度
実
績
で

　
　
　
　
道
路
橋
梁
費
の
一
般

補
修
工
事
費
で
対
応
を
し
た
の

は
、
要
望
件
数
63
件
の
う
ち
、

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
る
７

件
を
含
め
、
42
・
８
％
の
27
件
、

事
業
費
で
７
９
６
１
万
８
６
８

０
円
と
な
る
。

　
毎
年
自
治
会
か
ら
は
さ
ま
ざ

ま
な
要
望
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
多
く
は
環
境
整
備
へ
の
要

望
で
あ
る
。
地
域
の
バ
ラ
ン
ス

や
緊
急
性
な
ど
を
考
慮
し
て
可

能
な
限
り
お
応
え
で
き
る
よ
う

整
備
を
進
め
て
い
る
。

町
長

　緊
急
性
な
ど
を

考
慮
し
て
対
応
す
る

自
治
会
要
望
の
対
応

は
万
全
か

し
ょ
う
へ
い

き
ょ
う
り
ょ
う

町道法面の整備をサンドクラフトで民間交流

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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平賀　真　　議員

平
賀

平
賀

町
長

町
長

平
賀

選挙公約の進捗状況は

　
　
　
初
当
選
後
、
早
１
年
４

　
　
　
ケ
月
過
ぎ
た
が
、
現
在

の
心
境
を
伺
う
。

　
　
　
本
町
に
は
急
い
で
取
り

　
　
　
組
む
べ
き
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
町
民
の
負
託
に
応
え

て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
慎
重

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

痛
感
し
て
い
る
。

　
自
治
会
や
団
体
な
ど
か
ら
い

た
だ
い
た
多
く
の
意
見
な
ど
に

つ
い
て
、
中
長
期
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
要
望
な
ど
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
、
職
務
に
当
た
っ
て
い

く
。

　
　
　
立
候
補
に
当
た
り
提
示

　
　
　
さ
れ
た
公
約
の
実
現
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
町

　
　
　
営
住
宅
の
建
て
か
え
や

三
種
川
河
川
改
修
、
五
城
目
能

代
線
拡
幅
工
事
、
国
道
７
号
歩

道
拡
幅
工
事
な
ど
に
進
展
が
あ

る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
生
活
環

境
改
善
と
し
て
、
共
助
団
体
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
巡
回
バ

ス
の
運
行
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

　
産
業
振
興
で
は
、
森
岳
温

泉
・
石
倉
山
公
園
の
整
備
に
対

す
る
活
性
化
協
議
会
か
ら
の
提

言
を
も
と
に
、
歌
の
集
い
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
管
理
棟

な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
て
き

た
。
さ
ら
に
、
ゆ
う
ぱ
る
の
改

修
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
に
新
規
出
店
を

促
す
べ
く
、
新
し
い
助
成
事
業

も
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
農
業
関
係
で
は
、
特
産
品
の

生
産
・
販
売
を
堅
持
し
な
が
ら
、

も
う
か
る
農
業
経
営
を
確
立
す

る
た
め
に
も
ス
マ
ー
ト
農
業
も

視
野
に
入
れ
た
農
業
基
盤
の
整

備
が
必
須
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
や
保
育
園
の
統
廃

合
は
、
将
来
の
教
育
環
境
を
見

据
え
て
、
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
時
期
に
来
て
い
る
。

　
今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
優

先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
「
町
民

の
皆
様
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
。

　
そ
し
て
、
職
員
が
意
欲
的
に

職
務
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く

り
、
役
場
づ
く
り
に
も
努
め
る
。

　
　
　
町
長
就
任
前
は
国
会
議

　
　
　
員
秘
書
を
26
年
間
務
め
、

国
、
県
、
市
町
村
、
各
種
団
体

と
深
い
つ
な
が
り
を
築
か
れ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

　
三
種
町
発
展
の
た
め
に
は
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
長
就
任
以
来
、
人
脈
を
活

か
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展

開
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

の
か
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
国
や
県
への
要
望
活
動
・

　
　
　
陳
情
活
動
で
は
、
各
官

庁
の
要
人
と
の
面
会
を
含
め
、

効
果
的
な
活
動
が
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
事
業
推
進
に
必
要

と
な
る
的
確
な
助
言
な
ど
も
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
能
代
山
本
の
広
域

連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
県
北
地
域
、

男
鹿
市
や
南
秋
田
郡
と
も
連
携

が
必
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
単
独
で
は
厳
し

い
時
代
と
な
っ
て
く
る
。

　
将
来
に
向
け
て
、
市
町
村
間

連
携
を
構
築
す
る
た
め
の
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

住環境の整備などが進展している

町
長

給食費完全無料化を

伊藤　千作　議員

　
　
　
保
育
園
の
給
食
副
食
費
、

　
　
　
国
基
準
で
４
５
０
０
円

が
、
公
的
給
付
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
。
年
収
３
０
０
万
円
超

の
世
帯
は
新
た
な
負
担
と
な
る
。

町
と
し
て
、
軽
減
策
の
対
応
な

ど
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
県
の
す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
支
援
事
業
に
町
単
独
の

上
乗
せ
助
成
を
行
う
。
月
額
４

５
０
０
円
を
上
限
と
し
、
所
得

制
限
を
設
け
ず
、
全
世
帯
を
対

象
に
副
食
費
を
助
成
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　
学
校
給
食
費
無
料
化
は
、

　
　
　
全
国
の
流
れ
で
あ
る
。

当
町
で
も
第
１
子
・
第
２
子
は

半
額
減
免
及
び
第
３
子
以
降
は

全
額
免
除
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
完
全
無
料
に
し
て
、

子
育
て
応
援
を
充
実
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
小
中
学
校
の
給
食
費

　
　
　
　
を
完
全
無
料
化
し
た

場
合
、
現
在
の
減
額
分
２
４
２

０
万
２
千
円
に
さ
ら
に
１
８
０

６
万
８
千
円
が
必
要
に
な
り
、

総
額
４
２
２
７
万
円
が
町
の
負

担
と
な
る
。
無
料
化
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
が
、
今
後
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
財
政
状
況
や
近

隣
市
町
村
の
動
向
を
見
据
え
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
琴
丘
地
域
の
側
溝
改
良
、

　
　
　
ふ
た
の
設
置
事
業
は
大

分
進
ん
で
き
た
。
今
後
も
未
改

良
地
域
の
計
画
を
立
て
て
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
浜
村
や
新
屋
敷
地
区
、
ま
た
、

鹿
渡
駅
前
の
一
部
分
が
同
様
に

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
山
谷
地
区
入
口
付
近

も
未
整
備
な
の
で
、

改
良
計
画
を
立
て

て
取
り
組
む
べ
き

だ
。

伊
藤

町
長

伊
藤

教
育
長

町
長

伊
藤

財政状況、他市町村の動向を見据え検討町長

町
道
な
ど
の
側
溝
改

良
、
ふ
た
の
設
置
を

町
長

　計
画
に
沿
っ
て

実
施
す
る

町長

　
　
　
浜
村
地
区
は
、
秋
田
市

　
　
　
方
向
に
向
か
っ
て
右
側

の
改
良
工
事
を
実
施
。
左
側
１

２
０
メ
ー
ト
ル
を
改
良
す
る
計

画
で
あ
る
。
新
屋
敷
地
区
の
北

部
未
改
良
箇
所
は
、
９
月
３
日

か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
工
期
で

改
良
工
事
を
発
注
し
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
は
、
来
年
度
に

浜
村
地
区
の
秋
田
市
方
向
左
側
、

今
年
度
改
良
し
た
続
き
を
施
工

し
、
そ
の
後
鹿
渡
駅
入
口
付
近
、

一
本
木
地
区
の
側
溝
改
良
を
実

施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

国
、
県
、
市
町
村
な

ど
と
の
連
携
は

町
長

　効
果
的
な
活
動

が
で
き
て
い
る

副食費助成へ対応は

側溝改良が進む鹿渡地区

ふれあいバス出発式

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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平賀　真　　議員

平
賀

平
賀

町
長

町
長

平
賀

選挙公約の進捗状況は

　
　
　
初
当
選
後
、
早
１
年
４

　
　
　
ケ
月
過
ぎ
た
が
、
現
在

の
心
境
を
伺
う
。

　
　
　
本
町
に
は
急
い
で
取
り

　
　
　
組
む
べ
き
多
く
の
課
題

が
あ
り
、
町
民
の
負
託
に
応
え

て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
慎
重

な
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を

痛
感
し
て
い
る
。

　
自
治
会
や
団
体
な
ど
か
ら
い

た
だ
い
た
多
く
の
意
見
な
ど
に

つ
い
て
、
中
長
期
的
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
、

早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
要
望
な
ど
を
し
っ
か
り
と

見
極
め
、
職
務
に
当
た
っ
て
い

く
。

　
　
　
立
候
補
に
当
た
り
提
示

　
　
　
さ
れ
た
公
約
の
実
現
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

　
　
　
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
町

　
　
　
営
住
宅
の
建
て
か
え
や

三
種
川
河
川
改
修
、
五
城
目
能

代
線
拡
幅
工
事
、
国
道
７
号
歩

道
拡
幅
工
事
な
ど
に
進
展
が
あ

る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
生
活
環

境
改
善
と
し
て
、
共
助
団
体
に

よ
る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
巡
回
バ

ス
の
運
行
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

　
産
業
振
興
で
は
、
森
岳
温

泉
・
石
倉
山
公
園
の
整
備
に
対

す
る
活
性
化
協
議
会
か
ら
の
提

言
を
も
と
に
、
歌
の
集
い
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
管
理
棟

な
ど
の
環
境
整
備
を
進
め
て
き

た
。
さ
ら
に
、
ゆ
う
ぱ
る
の
改

修
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
に
新
規
出
店
を

促
す
べ
く
、
新
し
い
助
成
事
業

も
創
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
農
業
関
係
で
は
、
特
産
品
の

生
産
・
販
売
を
堅
持
し
な
が
ら
、

も
う
か
る
農
業
経
営
を
確
立
す

る
た
め
に
も
ス
マ
ー
ト
農
業
も

視
野
に
入
れ
た
農
業
基
盤
の
整

備
が
必
須
で
あ
る
。

　
小
中
学
校
や
保
育
園
の
統
廃

合
は
、
将
来
の
教
育
環
境
を
見

据
え
て
、
取
り
組
む
べ
き
重
要

な
時
期
に
来
て
い
る
。

　
今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、
選
択
と
集
中
に
よ
る
優

先
度
を
考
慮
し
な
が
ら
「
町
民

の
皆
様
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
、

暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
。

　
そ
し
て
、
職
員
が
意
欲
的
に

職
務
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く

り
、
役
場
づ
く
り
に
も
努
め
る
。

　
　
　
町
長
就
任
前
は
国
会
議

　
　
　
員
秘
書
を
26
年
間
務
め
、

国
、
県
、
市
町
村
、
各
種
団
体

と
深
い
つ
な
が
り
を
築
か
れ
て

き
た
は
ず
で
あ
る
。

　
三
種
町
発
展
の
た
め
に
は
貴

重
な
財
産
で
あ
る
と
思
う
。

　
町
長
就
任
以
来
、
人
脈
を
活

か
し
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展

開
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く

の
か
具
体
的
に
伺
う
。

　
　
　
国
や
県
への
要
望
活
動
・

　
　
　
陳
情
活
動
で
は
、
各
官

庁
の
要
人
と
の
面
会
を
含
め
、

効
果
的
な
活
動
が
で
き
て
い
る
。

ま
た
、
町
の
事
業
推
進
に
必
要

と
な
る
的
確
な
助
言
な
ど
も
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
は
、
能
代
山
本
の
広
域

連
携
は
も
ち
ろ
ん
、
県
北
地
域
、

男
鹿
市
や
南
秋
田
郡
と
も
連
携

が
必
要
で
あ
る
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
そ
れ
ぞ

れ
の
自
治
体
が
単
独
で
は
厳
し

い
時
代
と
な
っ
て
く
る
。

　
将
来
に
向
け
て
、
市
町
村
間

連
携
を
構
築
す
る
た
め
の
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

住環境の整備などが進展している

町
長

給食費完全無料化を

伊藤　千作　議員

　
　
　
保
育
園
の
給
食
副
食
費
、

　
　
　
国
基
準
で
４
５
０
０
円

が
、
公
的
給
付
の
対
象
か
ら
外

さ
れ
る
。
年
収
３
０
０
万
円
超

の
世
帯
は
新
た
な
負
担
と
な
る
。

町
と
し
て
、
軽
減
策
の
対
応
な

ど
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　
県
の
す
こ
や
か
子
育
て

　
　
　
支
援
事
業
に
町
単
独
の

上
乗
せ
助
成
を
行
う
。
月
額
４

５
０
０
円
を
上
限
と
し
、
所
得

制
限
を
設
け
ず
、
全
世
帯
を
対

象
に
副
食
費
を
助
成
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
　
　
学
校
給
食
費
無
料
化
は
、

　
　
　
全
国
の
流
れ
で
あ
る
。

当
町
で
も
第
１
子
・
第
２
子
は

半
額
減
免
及
び
第
３
子
以
降
は

全
額
免
除
に
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
完
全
無
料
に
し
て
、

子
育
て
応
援
を
充
実
し
て
い
っ

た
ら
ど
う
か
。

　
　
　
　
小
中
学
校
の
給
食
費

　
　
　
　
を
完
全
無
料
化
し
た

場
合
、
現
在
の
減
額
分
２
４
２

０
万
２
千
円
に
さ
ら
に
１
８
０

６
万
８
千
円
が
必
要
に
な
り
、

総
額
４
２
２
７
万
円
が
町
の
負

担
と
な
る
。
無
料
化
す
る
自
治

体
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
が
、
今
後
の
児
童
生

徒
数
の
推
移
、
財
政
状
況
や
近

隣
市
町
村
の
動
向
を
見
据
え
、

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
琴
丘
地
域
の
側
溝
改
良
、

　
　
　
ふ
た
の
設
置
事
業
は
大

分
進
ん
で
き
た
。
今
後
も
未
改

良
地
域
の
計
画
を
立
て
て
進
め

て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　
浜
村
や
新
屋
敷
地
区
、
ま
た
、

鹿
渡
駅
前
の
一
部
分
が
同
様
に

未
整
備
と
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
山
谷
地
区
入
口
付
近

も
未
整
備
な
の
で
、

改
良
計
画
を
立
て

て
取
り
組
む
べ
き

だ
。

伊
藤

町
長

伊
藤

教
育
長

町
長

伊
藤

財政状況、他市町村の動向を見据え検討町長

町
道
な
ど
の
側
溝
改

良
、
ふ
た
の
設
置
を

町
長

　計
画
に
沿
っ
て

実
施
す
る

町長

　
　
　
浜
村
地
区
は
、
秋
田
市

　
　
　
方
向
に
向
か
っ
て
右
側

の
改
良
工
事
を
実
施
。
左
側
１

２
０
メ
ー
ト
ル
を
改
良
す
る
計

画
で
あ
る
。
新
屋
敷
地
区
の
北

部
未
改
良
箇
所
は
、
９
月
３
日

か
ら
12
月
13
日
ま
で
の
工
期
で

改
良
工
事
を
発
注
し
て
い
る
。

　
今
後
の
計
画
は
、
来
年
度
に

浜
村
地
区
の
秋
田
市
方
向
左
側
、

今
年
度
改
良
し
た
続
き
を
施
工

し
、
そ
の
後
鹿
渡
駅
入
口
付
近
、

一
本
木
地
区
の
側
溝
改
良
を
実

施
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

国
、
県
、
市
町
村
な

ど
と
の
連
携
は

町
長

　効
果
的
な
活
動

が
で
き
て
い
る

副食費助成へ対応は

側溝改良が進む鹿渡地区

ふれあいバス出発式

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
。

○
６
月
５
日
　
委
員
間
討
議

○
６
月
13
日
　
商
工
観
光
交
流
課
の
説
明
聴
取

○
６
月
24
日
　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
要
望
活
動
の
実
態
調
査

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む

陳情１件は、付託委員会で審査され、本会議で委員会報
告のとおり決定しました。

陳 情請 願

採択
◇新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について

秋田県山村・過疎地域振興協議会　会　長　佐々木哲男

総務常任委員会が審査－採択すべきものと報告

　
去
る
７
月
31
日
、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル
み

ず
ほ
」
で
秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
当
町
議
会
か
ら
は
広
報
広
聴
常
任
委

員
の
５
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
議

会
広
報
誌
編
集
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
講
師
に
広

報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
を
招
き
、

「
読
ま
れ
、
伝
わ
る
　
〜
住
民
参
加
、
信
頼
確

保
　
関
心
高
め
る
情
報
発
信
〜
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
話
で
は
、
議
会
活
動
を
住
民
に
伝
え
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
広
報

誌
の
果
た
す
役
割
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
の
か

が
話
さ
れ
、
改
め
て
認
識
を
し
た
。

　
ま
た
７
町
村
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
行
わ
れ
、
当
町
は
「
表
紙
の
写
真
は
地

域
性
と
季
節
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
」「
一
般
会
計

の
主
な
事
業
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
見
せ
て
い
る
」

な
ど
、
優
れ
て
い

る
部
分
・
改
善
点

な
ど
、
今
後
の
編

集
に
お
お
い
に
役

立
つ
研
修
と
な
っ

た
。

　
今
後
も
「
読
ま

れ
、
伝
わ
る
」
議

会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
作
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。

成
田
　
光
一
　
記

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

―

白
神
山
地
世
界
遺
産
の
道
の
り
と

森
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

　
　
　
　
　
　
講
師
　
秋
田
白
神
ガ
イ
ド
協
会

会
長
　
斎
藤
　
栄
作
美
氏

　
白
神
山
地
は
秋
田
県
北
西
部
か
ら
青
森
県
南
西

部
の
秋
田
・
青
森
県
境
を
中
心
と
し
た
広
大
な
山

岳
地
帯
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
原
生
的
な
ブ

ナ
林
は
秋
田
県
側
（
４
３
４
４
ha
）、
青
森
県
側

（
１
２
６
２
７
ha
）
全
体
面
積
１
６
９
７
１
ha
が

１
９
９
３
年
12
月
に
鹿
児
島
県
屋
久
島
と
と
も
に

日
本
で
最
初
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

ブ
ナ
の
寿
命
は
約
２
５
０
〜
３
０
０
年
程
度
と
さ

れ
、
そ
の
樹
高
は
25
ｍ
程
度
に
達
し
、
幹
の
太
さ

は
１
・
５
ｍ
以
上
の
も
の
も
あ
る
。
ブ
ナ
の
森
で

は
多
く
の
動
食
物
（
日
本
で
最
大
の
キ
ツ
ツ
キ
で

あ
る
ク
マ
ゲ
ラ
、
５
４
０
種
類
以
上
の
高
等
植

物
）
が
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
生
態
系
を
形

作
っ
て
い
る
。
理

解
と
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う

自
然
・
学
習
活
動

を
開
催
し
て
お

り
、
一
度
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
森
は
命
を
紡

ぐ
賢
く
優
し
い
生

き
物
で
あ
る
。

児
玉
　
信
長
　
記

県
北
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
去
る
７
月
31
日
、
秋
田
市
内
に
あ
る
県
市
町
村

会
館
に
お
い
て
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
県
内
12
町
村
か
ら
総
勢
１
５
６
名

が
参
加
し
、
当
町
か
ら
は
議
員
14
名
、
事
務
局
職

員
２
名
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
、
新
潟
県
立
大

学
国
際
地
域
学
部
准
教
授
の
田
口
一
博
氏
に
よ
り

演
題
「
自
治
を
支
え
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
っ
た
。
町
民
が
議
員
に
何
を
求
め
て
い

る
か
、
常
識
で
物
事
の
判
断
が
出
来
る
か
な
ど
、

議
員
活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
何
が
大
切
か
を
再

確
認
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。
続
い
て
政
治
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
泉
宏
氏
に
よ
る
演
題
「
参
院
選
結

果
分
析
と
夏
以
降
の
政
局
展
望
」
の
講
演
が
あ
っ

た
。
ポ
ス
ト
安
倍
や
改
憲
な
ど
、
長
い
政
治
記
者

経
験
を
基
に
し
た

明
快
な
解
説
に
皆

聞
き
入
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
い
ず
れ

の
講
演
も
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ

っ
た
。

堺
谷
　
直
樹
　
記

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　「
町
議
会
と
し
て
、
秋

田
市
新
屋
へ
の
地
上
イ
ー

ジ
ス
配
備
反
対
の
意
見
表

明
を
求
め
る
陳
情
」に
つ

い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
総

務
常
任
委
員
会
が
「
継
続

審
査
」
と
判
断
し
た
。

　
し
か
し
、
安
藤
賢
藏
議

員
が
「
県
民
の
重
大
な
関

心
事
で
あ
り
、
周
辺
町
村

議
会
で
採
択
の
動
き
が
相

次
い
で
い
る
」
と
し
、
本

定
例
会
中
に
審
査
を
終
了

す
る
よ
う
期
限
を
付
け
る

こ
と
の
動
議
を
提
出
し
た
。

　
動
議
に
賛
成
の
議
員
が

２
人（
清
水
欣
也
議
員
、

加
藤
彦
次
郎
議
員
）
お
り
、

動
議
は
成
立
し
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
３
人
、
反
対
11
人
（
議

長
を
除
く
。
）
で
否
決
さ

れ
た
。

　調
査
の
概
要

○
商
工
観
光
交
流
課

　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
事
業
に
つ
い

て
は
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
長
期
成

長
戦
略
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
て
お

り
、
経
済
産
業
省
と
環
境
省
の
連
携

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

　
パ
リ
協
定
に
関
す
る
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
必
ず
必
要
な

技
術
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て

は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
い
っ
た
技

術
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

○
環
境
省
地
球
環
境
局

　
Ｇ
20
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
国
と
し
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
方
向

性
も
定
ま
っ
て
い
る
。

　委
員
会
の
所
感

　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
は
閣
議
決
定
さ
れ
た

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
世
界

で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
を
誘
致
で
き
た

場
合
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
、

地
域
経
済
に
も
た
ら
す
効
果
は
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
誘
致
す
る
た
め
の
三
種
町
Ｃ
Ｃ
Ｓ

プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
の
活
動
は
引

き
続
き
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

次
の
意
見
を
附
す
。

　
協
議
会
は
、
協
議
会
員
に
対
し
て

は
苫
小
牧
の
実
証
試
験
地
の
視
察
な

ど
で
知
識
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
努

め
、
さ
ら
に
、
町
民
に
対
し
て
は
町

広
報
な
ど
に
よ
る
活
発
な
Ｐ
Ｒ
活
動

で
誘
致
の
機
運
を
高
め
る
べ
き
で
あ

る
。

　
協
議
会
と
地
元
関
係
団
体
と
の
連

携
を
よ
り
強
く
推
し
進
め
、
関
係
省

庁
へ
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
高
橋
　
　
満
　

副
委
員
長
　
堺
谷
　
直
樹

委
　
員
　
　
三
浦
　
　
敦
　

　
　
　
　
　
安
藤
　
賢
藏

　
　
　
　
　
小
澤
　
高
道

否

決

動

議

日本ＣＣＳ調査株式会社も表敬訪問

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
次
の
と
お
り
所
管
事
務
調
査
を
実
施
し
た
。

○
６
月
５
日
　
委
員
間
討
議

○
６
月
13
日
　
商
工
観
光
交
流
課
の
説
明
聴
取

○
６
月
24
日
　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
要
望
活
動
の
実
態
調
査

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む

陳情１件は、付託委員会で審査され、本会議で委員会報
告のとおり決定しました。

陳 情請 願

採択
◇新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について

秋田県山村・過疎地域振興協議会　会　長　佐々木哲男

総務常任委員会が審査－採択すべきものと報告

　
去
る
７
月
31
日
、
秋
田
市
の
「
ル
ポ
ー
ル
み

ず
ほ
」
で
秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
当
町
議
会
か
ら
は
広
報
広
聴
常
任
委

員
の
５
人
が
参
加
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
議

会
広
報
誌
編
集
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
場
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は
講
師
に
広

報
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
芳
野
政
明
氏
を
招
き
、

「
読
ま
れ
、
伝
わ
る
　
〜
住
民
参
加
、
信
頼
確

保
　
関
心
高
め
る
情
報
発
信
〜
」
と
題
し
て
講

演
が
行
わ
れ
た
。

　
講
話
で
は
、
議
会
活
動
を
住
民
に
伝
え
、
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
手
段
と
し
て
、
広
報

誌
の
果
た
す
役
割
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
の
か

が
話
さ
れ
、
改
め
て
認
識
を
し
た
。

　
ま
た
７
町
村
の
「
議
会
だ
よ
り
」
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
行
わ
れ
、
当
町
は
「
表
紙
の
写
真
は
地

域
性
と
季
節
感
が
伝
わ
っ
て
来
る
」「
一
般
会
計

の
主
な
事
業
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
見
せ
て
い
る
」

な
ど
、
優
れ
て
い

る
部
分
・
改
善
点

な
ど
、
今
後
の
編

集
に
お
お
い
に
役

立
つ
研
修
と
な
っ

た
。

　
今
後
も
「
読
ま

れ
、
伝
わ
る
」
議

会
だ
よ
り
を
目
指

し
て
作
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。

成
田
　
光
一
　
記

秋
田
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

―

白
神
山
地
世
界
遺
産
の
道
の
り
と

森
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ―

　
　
　
　
　
　
講
師
　
秋
田
白
神
ガ
イ
ド
協
会

会
長
　
斎
藤
　
栄
作
美
氏

　
白
神
山
地
は
秋
田
県
北
西
部
か
ら
青
森
県
南
西

部
の
秋
田
・
青
森
県
境
を
中
心
と
し
た
広
大
な
山

岳
地
帯
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
原
生
的
な
ブ

ナ
林
は
秋
田
県
側
（
４
３
４
４
ha
）、
青
森
県
側

（
１
２
６
２
７
ha
）
全
体
面
積
１
６
９
７
１
ha
が

１
９
９
３
年
12
月
に
鹿
児
島
県
屋
久
島
と
と
も
に

日
本
で
最
初
の
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

ブ
ナ
の
寿
命
は
約
２
５
０
〜
３
０
０
年
程
度
と
さ

れ
、
そ
の
樹
高
は
25
ｍ
程
度
に
達
し
、
幹
の
太
さ

は
１
・
５
ｍ
以
上
の
も
の
も
あ
る
。
ブ
ナ
の
森
で

は
多
く
の
動
食
物
（
日
本
で
最
大
の
キ
ツ
ツ
キ
で

あ
る
ク
マ
ゲ
ラ
、
５
４
０
種
類
以
上
の
高
等
植

物
）
が
ブ
ナ
を
中
心
と
し
た
豊
か
な
生
態
系
を
形

作
っ
て
い
る
。
理

解
と
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う

自
然
・
学
習
活
動

を
開
催
し
て
お

り
、
一
度
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
森
は
命
を
紡

ぐ
賢
く
優
し
い
生

き
物
で
あ
る
。

児
玉
　
信
長
　
記

県
北
地
区
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
去
る
７
月
31
日
、
秋
田
市
内
に
あ
る
県
市
町
村

会
館
に
お
い
て
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。
今
年
は
県
内
12
町
村
か
ら
総
勢
１
５
６
名

が
参
加
し
、
当
町
か
ら
は
議
員
14
名
、
事
務
局
職

員
２
名
が
参
加
し
た
。
は
じ
め
に
、
新
潟
県
立
大

学
国
際
地
域
学
部
准
教
授
の
田
口
一
博
氏
に
よ
り

演
題
「
自
治
を
支
え
る
議
員
活
動
に
つ
い
て
」
の

講
演
が
あ
っ
た
。
町
民
が
議
員
に
何
を
求
め
て
い

る
か
、
常
識
で
物
事
の
判
断
が
出
来
る
か
な
ど
、

議
員
活
動
を
し
て
い
く
う
え
で
何
が
大
切
か
を
再

確
認
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。
続
い
て
政
治
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
の
泉
宏
氏
に
よ
る
演
題
「
参
院
選
結

果
分
析
と
夏
以
降
の
政
局
展
望
」
の
講
演
が
あ
っ

た
。
ポ
ス
ト
安
倍
や
改
憲
な
ど
、
長
い
政
治
記
者

経
験
を
基
に
し
た

明
快
な
解
説
に
皆

聞
き
入
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
い
ず
れ

の
講
演
も
大
変
有

意
義
な
も
の
で
あ

っ
た
。

堺
谷
　
直
樹
　
記

秋
田
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　「
町
議
会
と
し
て
、
秋

田
市
新
屋
へ
の
地
上
イ
ー

ジ
ス
配
備
反
対
の
意
見
表

明
を
求
め
る
陳
情
」に
つ

い
て
は
、
付
託
さ
れ
た
総

務
常
任
委
員
会
が
「
継
続

審
査
」
と
判
断
し
た
。

　
し
か
し
、
安
藤
賢
藏
議

員
が
「
県
民
の
重
大
な
関

心
事
で
あ
り
、
周
辺
町
村

議
会
で
採
択
の
動
き
が
相

次
い
で
い
る
」
と
し
、
本

定
例
会
中
に
審
査
を
終
了

す
る
よ
う
期
限
を
付
け
る

こ
と
の
動
議
を
提
出
し
た
。

　
動
議
に
賛
成
の
議
員
が

２
人（
清
水
欣
也
議
員
、

加
藤
彦
次
郎
議
員
）
お
り
、

動
議
は
成
立
し
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
３
人
、
反
対
11
人
（
議

長
を
除
く
。
）
で
否
決
さ

れ
た
。

　調
査
の
概
要

○
商
工
観
光
交
流
課

　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
事
業
に
つ
い

て
は
、
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
長
期
成

長
戦
略
と
し
て
閣
議
決
定
さ
れ
て
お

り
、
経
済
産
業
省
と
環
境
省
の
連
携

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

○
経
済
産
業
省
産
業
技
術
環
境
局

　
パ
リ
協
定
に
関
す
る
地
球
温
暖
化

対
策
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
必
ず
必
要
な

技
術
で
あ
り
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
に
お
い
て

は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
及
び
Ｃ
Ｃ
Ｕ
と
い
っ
た
技

術
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

○
環
境
省
地
球
環
境
局

　
Ｇ
20
で
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
国
と
し
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
方
向

性
も
定
ま
っ
て
い
る
。

　委
員
会
の
所
感

　
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
は
閣
議
決
定
さ
れ
た

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
世
界

で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
プ
ラ
ン
ト
を
誘
致
で
き
た

場
合
に
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
、

地
域
経
済
に
も
た
ら
す
効
果
は
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
本
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
事
業

を
誘
致
す
る
た
め
の
三
種
町
Ｃ
Ｃ
Ｓ

プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
の
活
動
は
引

き
続
き
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

次
の
意
見
を
附
す
。

　
協
議
会
は
、
協
議
会
員
に
対
し
て

は
苫
小
牧
の
実
証
試
験
地
の
視
察
な

ど
で
知
識
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に
努

め
、
さ
ら
に
、
町
民
に
対
し
て
は
町

広
報
な
ど
に
よ
る
活
発
な
Ｐ
Ｒ
活
動

で
誘
致
の
機
運
を
高
め
る
べ
き
で
あ

る
。

　
協
議
会
と
地
元
関
係
団
体
と
の
連

携
を
よ
り
強
く
推
し
進
め
、
関
係
省

庁
へ
強
く
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
　
高
橋
　
　
満
　

副
委
員
長
　
堺
谷
　
直
樹

委
　
員
　
　
三
浦
　
　
敦
　

　
　
　
　
　
安
藤
　
賢
藏

　
　
　
　
　
小
澤
　
高
道

否

決

動

議

日本ＣＣＳ調査株式会社も表敬訪問

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告

決

　
　
　算

議
案
審
議

一
般
質
問

請
願
・
陳
情

研
修
報
告
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三種町　議会だより

　だ
ん
だ
ん
日
が
短
く
な
り
、

秋
の
収
穫
も
終
盤
に
な
っ
て

い
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　春

の
水
不
足
で
、
今
年
の

作
柄
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

と
不
安
に
思
っ
た
農
家
の

方
々
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。　そ

の
後
は
大
き
な
気
象
変

動
も
な
く
、
順
調
に
育
ち
、

出
来
秋
に
大
き
く
期
待
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　米
の
仮
渡
金
も
上
が
り
、

さ
ら
に
喜
ば
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。

　朝
晩
、
め
っ
き
り
寒
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
に
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
る
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　
　高

橋

　満

　記

記
後
集
編

湖北小学校６年生の声

私が議員だったらこんな町にしたい！

色づきも鮮やかに
（９／25　わにさん農園にて）

三種町のいいところをPRしたい！

三種町を発展させて有名にしたい！
（豊かな自然を活かす、秋田杉を使った建物を造る　など）

高齢の人にも優しい町にしたい！
（階段をエレベーターに、お年寄りでも遠くに出かけられる交通の工夫　など）


